
  第２節 本計画で想定する災害 

１．火災-もっとも身近な災害です！ 
 

近年、建築物の不燃化や消防体制の充実等が進み、延焼に至らず消火されてい 
ますが、北区では多くの木造密集市街地があり、季節や風速等によっては大規模 
火災が発生する危険性を含んでいます。 

特に、大災害時には消火活動が行き届かない可能性もあり大規模火災の危険性も 
想定されます。 

また、狭あい道路（幅 4m 未満）が多く残る地域は、災害時の避難経路を日ごろ 
から確認しておく必要があります。 

大阪市では、広域避難場所や広域避難場所までの安全な道路をあらかじめ避難路として 
指定しています。 
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２．地震・活断層の位置-北区でも最大震度の揺れ！津波襲来のおそれが！ 

 
（１）活断層型地震 

大阪にはいくつもの活断層が存在し、特に上町断層においては北区内で震度 7 クラスの 
地震を引き起こし、多くの家屋倒壊、火災、交通網・通信網の寸断等が想定されています。 

平成 7 年（1995 年）1 月 17 日に発生した、阪神・淡路大震災や平成 28 年（2016 年） 
4 月 14 日に発生した熊本地震は活断層型地震であり、家屋や公共施設の倒壊等甚大な被害が 
発生しました。 

本市では、震災等により家屋の全半壊等で生活継続が困難となった被災者を一時的に受け入れ
る災害時避難所を指定しています。 
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活断層の位置 

＜巻末資料＞ 
→液状化予測図・震度分布図 

地震による揺れと被害 



（２）海溝型地震 
平成 23 年（2011 年）３月 11 日に発生した東日本大震災は、海溝型地震であり、津波の恐ろ

しさについて世界中に衝撃を与えました。 
本市においても南海トラフ巨大地震が発生すると北区内で震度 6 弱の揺れによる家屋倒壊や津

波の浸水被害による影響で交通網・通信網の寸断、地下街や低層階の浸水・水没等が想定されて
います。 

津波は地震発生後約 110 分で本市住之江区に到達し、概ね海抜ゼロメートル地帯である区の西
側半分で浸水被害が想定されていることから水が引かない状況も懸念されます。 
浸水による人的被害を軽減するために、当区では指定緊急避難場所（津波避難ビル・水害時避難
ビル）の指定に向け、ビル所有者等に協力を求め指定に取組んでいます。 
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東南海・南海地震は、100年から150年の周期
でマグニチュード８クラスの巨大地震が発生
しており、今世紀の前半にも発生するといわ
れています。 

津波避難ビル 
ステッカー 

津波避難ビル 
ブリーゼタワー 

＜巻末資料＞ 
→液状化予測図・震度分布図・水害ハザードマップ 

津波避難ビル募集HP 



３．河川氾濫（豪雨災害）-淀川氾濫により、最大 10ｍの浸水被害が！ 
 

集中豪雨等により河川氾濫が発生すると区の大部分が浸水・水没等が想定され、当区では最大
10m の浸水被害が想定されています。河川で観測される水位を基に判断し、避難情報を発令する
水位に達し、さらに水位の上昇が見込まれる場合は、本市より避難情報を発令し区民へお知らせ
します。 

当区では、水害により自宅等での滞在に危険が予測される住民を一時的に受け入れる指定緊急避
難場所（津波避難ビル・水害時避難ビル）の指定に向け、ビル所有者等に協力を求め指定に取組ん
でいます。 
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平成25年台風18号により淀川の河川公園等が
水没しました。（H25.９.16） 

＜巻末資料＞ 
→水害ハザードマップ 
 



４．高潮被害（巨大台風の接近により高潮による浸水は最大１０ｍ） 
 

高潮は、台風や発達した低気圧が通過する際に海面がいつもより異常に高くなる現象です。 
気圧の低下による①海面の吸い上げや、強風で海水が海岸に吹き寄せられる②吹き寄せ、沖から陸に
吹く風によって波も高くなる③高波等が要因です。 
海面の急激な上昇で、海水が堤防や防潮堤を超えて、住宅地が浸水する恐れがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風が北上しながら、大阪府の西側を通過するコースは特に警戒が必要です。 
台風に吹き込む風は反時計回りのため、進行方向に対して右側の地域で強風が吹きやすくなります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪湾に警戒が高まる台風進路 
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左門橋鉄橋（陸閘）（平成 30 年 9 月 21 号台風） 
提供：西大阪治水事務所 
 



５．内水氾濫-進む市街化は都市型災害を引き起こす！ 

 
都市部の地表はアスファルトやコンクリトで覆われているため、雨水は地下に浸透しません。

そのため、局地的大雨により下水道処理が追いつかなければ、内水氾濫を引き起こします。 
内水氾濫が起こるとマンホールから水が溢れ出てきたり、道路が冠水したり、地下街や低層階の浸
水・水没等が生じます。 
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内水氾濫：茶屋町の浸水被害情報 
（平成 25 年８月） 
提供：市民 
 

福岡市営地下鉄博多駅への浸水被害状況 
（平成 15 年８月） 
提供：国土交通省九州地方整備局 

＜巻末資料＞ 
→水害ハザードマップ 
 



６．その他の不測の事態-異常気象等何が起こるかわからない！日ごろから備えを！ 

 
（１）大規模な積雪 

近年では、太平洋側においても積雪が観測され、道路交通等に大きな影響を及ぼしています。 
北区は主要な道路が集まっており都市施設が集積しているため、積雪による影響を顕著に受けま
す。突発的な降雪は交通機能のマヒにつながり帰宅困難者の発生をまねく可能性があります。 
降雪・積雪時は不要不急の外出を避けて、車の利用を控えなければなりません。 

 
（２）大規模な停電 

災害が発生すると、大規模な停電が発生する可能性があります。 
また、夏の電力需給ひっ迫により、電力会社において計画的な停電が行われる可能性がありま
す。 
本市では、万が一、計画停電の実施又は大規模停電が発生した場合に、区役所及び本市各部局や

関係機関と、被害等の情報の把握や対応を的確に行い、迅速な情報提供を行うため、「大阪市計画
停電等対応マニュアル」を策定しています。 
不測の事態に備えて、節電の取組み、電力が供給されない場合を想定した事前の備えが重要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
第１章北区の特性と災害の想定 第２節本計画で想定する災害 

－019－ 


